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令和7年度文化庁「国際文化交流・協力推進事業」 

（TICAD9関連イベントに係る調査及び企画運営実施業務）実施内容 

⚫ 実施概要 第9回アフリカ開発会議（TICAD9）でのパネル展示およびシンポジウム  
• 実施内容①：パネル展示「アフリカ諸国におけるマンガ産業とその市場について」  

 概要、展示内容
• 実施内容②：シンポジウム「アフリカ諸国におけるマンガ産業とその市場について」  

 概要、参加者状況、シンポジウム後のフォトセッション/パネル展示説明
• 事前告知  
• 当日告知
• 掲載メディア
• アーカイブ配信

⚫ 実施概要 アフリカ5か国（南アフリカ・ケニア・ナイジェリア・モロッコ・エジプト）のマンガ市場調査
• 実施内容①：「アフリカ5か国のマンガ市場調査」報告セミナー 

 概要、事前告知、当日の実施状況、参加者状況、参加者アンケート（集計結果）
• 実施内容②：報告書とセミナーアーカイブ動画の公開

 概要等
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実施概要 

●実施内容②：シンポジウム「アフリカ諸国におけるマンガ産業とその市場について」 

●実施内容①：パネル展示「アフリカ諸国におけるマンガ産業とその市場について」 

実施日：開催期間中常設
会場：パシフィコ横浜 展示ホールD / B-34 
主催：文化庁

実施日：2025年8月21日（木）14:00-15:30 ※受付：13:30～
会場：パシフィコ横浜 展示ホールD / S-05
言語：日本語・フランス語（日仏同時通訳あり）
定員：150名（先着順）
事前申し込み期間：2025年8月4日（月）～8月20日（水）17:00
参加費：無料
主催：文化庁

※パネル展示およびシンポジウムは同テーマにて連動して開催

●第9回アフリカ開発会議（Tokyo International Conference on African Development：略称 TICAD9）

開催日程：2025年8月20日（水）・8月21日（木）10:00-19:30
  2025年8月22日（金）10:00-14:10（終了）

会場：パシフィコ横浜
           神奈川県横浜市⻄区みなとみらい1丁⽬11
            みなとみらい駅から徒歩5分、桜⽊町駅から徒歩12分
入場料：無料（一般来場者 参加可能）

※パシフィコ横浜周辺でのTICAD9案内

第9回アフリカ開発会議（TICAD9）でのパネル展示およびシンポジウム
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実施内容①：パネル展示「アフリカ諸国におけるマンガ産業とその市場について」 

実施日：開催期間中常設
会場：パシフィコ横浜 展示ホールD / B-34 
主催：文化庁

※パネル展示ブースB-34での設置

Sadio : le bois des anges

※セネガルの漫画家、 Seydina Issa Sow氏のマンガ4冊を展示

CAYOR vol. 1-3
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実施内容①：パネル展示「アフリカ諸国におけるマンガ産業とその市場について」 

●展示内容

1. アフリカの漫画家紹介

    Younes El haroussi氏のパネル（モロッコの漫画家）                   Jean Bindjouli氏のパネル（カメルーン出身・セネガル在住の漫画家）

※どちらもアフリカのフランス語圏の漫画家
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実施内容①：パネル展示「アフリカ諸国におけるマンガ産業とその市場について」 

●展示内容

2. アフリカのマンガ事情紹介

    「フランス語圏アフリカのマンガ文化とファンの世界」 パネル 「アフリカの作家が描く自分たちの物語」パネル  

※2023年度に京都国際マンガミュージアムで開催された「アフリカマンガ展 -Comics in Francophone Africa-」の内容を一部抜粋・編集して作成
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実施内容①：パネル展示「アフリカ諸国におけるマンガ産業とその市場について」 

●展示内容

3. アフリカのマンガ事情：漫画家たちのリアルな声

    ナイジェリア出身の漫画家2名・ケニア出身の漫画家1名からのヒアリング回答をパネル化して卓上に展示  

Jide Martin氏（ナイジェリアの漫画家） Odunze Oguguo氏（ナイジェリアの漫画家） SHiN氏（ケニアの漫画家）

※すべてアフリカの英語圏の漫画家
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実施内容②：シンポジウム「アフリカ諸国におけるマンガ産業とその市場について」 

●登壇者

・赤松 健氏
  漫画家・参議院議員
  文部科学大臣政務官兼復興大臣政務官

・Younes El haroussi氏
  漫画家/モロッコ出身・在住

・Jean Bindjouli氏
  漫画家/カメルーン出身・セネガル在住

・モデレーター：ユースギョン氏
  マンガ研究者
京都精華大学国際文化学部専任講師

実施日：2025年8月21日（木）14:00-15:30
※受付：13:30～
会場：パシフィコ横浜 展示ホールD / S-05
言語：日本語・フランス語（日仏同時通訳あり）
定員：150名（先着順）

※シンポジウム告知用キービジュアル
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実施内容②：シンポジウム「アフリカ諸国におけるマンガ産業とその市場について」 

※シンポジウム壇上の様子



Copyright VIPO. All rights reserved. 10

実施内容②：シンポジウム「アフリカ諸国におけるマンガ産業とその市場について」 

※アフリカの漫画家の作品画像などもスクリーンで紹介

※ほぼ満席のシンポジウム会場

※シンポジウム会場入り口に告知用パネルや
 ポスターを掲示
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実施内容②：シンポジウム参加者状況

●事前申し込み
  事前申し込み期間：2025年8月4日（月）～8月20日（水）17:00
事前申込者数：94名
当日参加者数：66名（70%の出席率）

●当日参加
  当日参加者数：36名

⇒参加者数合計102名

※ただし、シンポジウムが始まって以降に飛び込みで来場された海外の方の中に
 受付を通らずに直接座ってしまった方が10名弱いたため、実際としては、その分がプラスされていた状況かと思われる。

※視認する限り、ほぼ空き席がない状況となっていた。

●参加メディア
読売新聞、朝日新聞、日本経済新聞社、新聞之新聞社、新文化通信社、共同通信社、
株式会社イード「Branc」編集部、ワールドインテリジェントニュース

●シンポジウム後個別取材参加メディア
読売新聞、株式会社イード「Branc」編集部
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実施内容②：シンポジウム参加者状況

企業種別 申込人数

出版社 27

映像制作会社 10

メディア 9

印刷会社 5

テレビ局 4

大学 3

出版関連団体 2

専門学校 2

弁護士 2

漫画家 2

海外政府機関 2

ゲームローカライズ会社 1

ジャーナリスト 1

プロモーション会社 1

マーケティング会社 1

マンガ体験サービス 1

音楽制作会社 1

写真家 1

総合コンテンツ企業 1

文化庁 1

翻訳会社 1

社労士 1

国際交流団体 1

その他・不明 14

94

27

10

9
5

4
3

22

22

2

1

1 1 1

1
1

1
1

1

1

1

1

14

出版社

映像制作会社

メディア

印刷会社

テレビ局

大学

出版関連団体

専門学校

弁護士

漫画家

海外政府機関

ゲームローカライズ会社

ジャーナリスト

●事前申し込み者内訳

このシンポジウムを知ったきっかけ 回答者数

VIPOからのメールニュース・VIPOサイト 47

PR TIMESからのプレスリリース 7

ウェブ広告 6

TICAD9サイト 6

Japan Book Bankからのメールニュース 3

SNS 2

日本書籍出版協会からの案内・メールマガジン 2

TICAD イベントプログラム 2

X 2

上司からの転送 1

同僚から教えてもらった 1

漫画家の知人の紹介 1

その他 12

92

※2名は回答なし※出版社からの申し込みが最も多く、次いで映像制作会社となっており、
 アフリカへ進出を検討している様子が伺える。
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実施内容②：シンポジウム参加者状況

●当日参加者内訳（当日席扱い）

14%

8%

5%

6%
3%

3%

61%

大学

政府機関

コンテンツ輸出

メディア

出版社

地方公共団体

その他・不明

企業種別 参加者数

大学 5

政府機関 3

コンテンツ輸出 2

メディア 2

出版社 1

地方公共団体 1

その他・不明 22

36

●参加者数（合計）内訳

企業種別 参加者数

出版社 21

メディア 9

映像制作会社 9

大学 7

テレビ局 3

印刷会社 3

政府機関 3

コンテンツ輸出 2

出版関連団体 2

漫画家 2

マーケティング会社 1

マンガ体験サービス 1

音楽制作会社 1

国際交流団体 1

写真家 1

社労士 1

専門学校 1

総合コンテンツ企業 1

地方公共団体 1

文化庁 1

弁護士 1

その他・不明 30

102

21

9

9

7
33322

2

11

1

1
1

1
11

1

1
1

30

出版社

メディア

映像制作会社

大学

テレビ局

印刷会社

政府機関

コンテンツ輸出

出版関連団体

漫画家

マーケティング会社

※当日参加の「その他」は、他の展示ホールへ出展している
 事業者の参加が多い印象を受けた。

※大手出版社だけでなく、漫画に関わる幅広い層から参加者が集まった。
 途中離席する人も非常に少なく、最後までシンポジウムを聴講していた。
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実施内容②：シンポジウム後のフォトセッション / パネル展示説明

※メディア合同でパネル展示前でフォトセッションを実施

※パネル展示や見本誌を
 確認する シンポジウム
 参加者

※モデレーターのユースギョン氏による
 パネル内容説明
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事前告知

●8月4日（月）および8月8日（金）にVIPOメールニュースにて発信
（コンテンツ業界関係者：登録者1.5万人超）

●同日程にて、PR TIMESからもプレスリリースを発信
 取材案内も発信
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事前告知

●8月8日（金）に文化庁様Xアカウントより告知発信 ●8月8日（金）に赤松様Xアカウントよりリポスト発信
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事前告知

●8月4日（月）および8月8日（金）に日本書籍出版協会（書協）と
VIPOが運営する海外向けオンライン出版コンテンツカタログ
「Japan Book Bank」の登録出版社へも案内メールを送信

●8月15日（金）に書協からも会員社向けに案内メールを送信

●8月19日（火）に赤松様Xアカウントより再度の告知発信
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事前告知

●8月8日（金）～8月20日（水）に、告知と同内容にてGoogleディスプレイネットワーク広告を出稿
（※全国紙への出稿は時間的に間に合わなかったため、代替として実施 / 全国紙への出稿と同等の50万円予算で実施）



Copyright VIPO. All rights reserved. 19

事前告知

●8月8日（金）～8月20日（水）に、告知と同内容にてGoogleディスプレイネットワーク広告を出稿
（※該当するキーワードが入力されると、広告が出る仕組み）

※出稿前半はなかなかキーワードがはまらなかったものの、
後半は機械学習が進んだことで、結果としては安価に着地した。
・クリック単価：27.5円
・クリック数 ：18,173

ただ、実際の事前申込者からの回答によると、
Web広告からの申し込みは少ない傾向にあった。
Googleディスプレイは認知に向いているものの、
その意味での寄与に留まってしまった可能性が高いと思われる。

・広告代理店からは、今後同様のシンポジウムの申し込み訴求には、
Facebookページの作成とその広告展開を強く勧められた。
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当日告知

●シンポジウム告知チラシ
 8月21日（木）の10:00～11:30に展示ホールDに入った先で
 チラシ200枚を配布
 ⇒興味を持つ方が実際にシンポジウムに来場されていたため、

  一定の効果があったものと思われる。

●告知パネル（A0版）
パネブースで常設

 シンポジウル展示ム会場前にも
 設置し、ビジュアル面での
 露出をはかった。
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掲載メディア

●Grobal News Asia（2025年8月27日公開）
 https://globalnewsasia.com/article.php?id=10378&&country=1&&p=2

●@niftyニュース（2025年8月27日公開）
https://news.nifty.com/article/world/worldall/12137-4433794/photo/
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掲載メディア

●実業之日本社 インスタグラムアカウント（2025年8月27日公開）
 https://www.instagram.com/p/DNryIcFZtJF/

●ニコニコニュース（2025年8月27日公開）
https://news.nicovideo.jp/watch/nw18161045
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掲載メディア

●exciteニュース（2025年8月27日公開）
 https://www.excite.co.jp/news/article/Global_news_asia_10378/image/1/

（※この下にも記事掲載あり）
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掲載メディア

●新聞之新聞社（2025年9月1日発行）

新聞の3面に大きく掲載（※この下にも記事掲載あり）
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掲載メディア

●文化庁様サイト（2025年9月4日公開）
 https://www.bunka.go.jp/seisaku/kokusaibunka/94268401.html

●文化庁様Xアカウント（2025年9月5日公開）
https://x.com/prmag_bunka/status/1963427540330029379
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掲載メディア

●読売新聞 朝刊（2025年9月8日発行） ●新文化通信 （2025年9月8日発行）

文化面にて大きく掲載（※個別取材内容も含む）
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掲載メディア

●Branc. （2025年9月10日公開）
https://branc.jp/article/2025/09/10/1910.html

個別取材内容を含み、詳細に掲載
（※この下にも記事掲載あり）
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●9月18日（木）にYouTubeにて一般公開
https://www.youtube.com/watch?v=Qry-u_8XyA0

●VIPOメールニュースおよび
 PR TIMESからもプレスリリースを発信（9月18日発信）

アーカイブ配信

●視聴回数（～2026年3月31日まで）

  331回
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●文化庁様インスタグラム（2025年9月18日公開）
 https://www.instagram.com/p/DOvN8Yoky6H/

●文化庁様Xアカウント（2025年9月18日公開）
https://x.com/prmag_bunka/status/1968578656361398581

アーカイブ配信
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●文化庁様Facebook（2025年9月18日公開）
 https://www.facebook.com/bunkacho/?locale=ja_JP

アーカイブ配信
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実施概要 

●実施内容①：「アフリカ5か国のマンガ市場調査」報告セミナーの実施 

●アフリカ5か国のマンガ市場調査（現地調査） 概要 ＊詳細内容は別紙の報告書をご確認ください

渡航期間：2025年12月4日～23日
渡航場所：南アフリカ（ヨハネスブルク・ケープタウン）、ケニア（ナイロビ）、ナイジェリア（ラゴス）、

モロッコ （カサブランカ・ラバト）、エジプト （カイロ）
調査項目：
・市場の特徴 ・価格帯 ・言語 ・販売チャネル（書店・モール・EC等）
・海賊版 ・検閲 ・現地で人気の日本マンガのタイトル ・ファンダム ・その他特記事項

調査員：古里卓巳氏（ルーディムス株式会社 最高執行責任者）
 佐藤 翔氏（ルーディムス株式会社 代表取締役）

アフリカ5か国のマンガ市場調査

実施日：2026年3月6日（金）15:30～18:30
登壇者：古里卓巳氏・佐藤 翔氏（現地調査員）
プログラム：15:30～17:30 調査報告セミナー

  17:30～18:30 交流会
会場：日本出版クラブビル3F会議室
定員：80名程度（先着順）
主催：文化庁

●実施内容②：「アフリカ5か国のマンガ市場調査」報告書とセミナーアーカイブ動画の公開 

公開日：2026年3月27日（金）
告知サイトURL： https://www.vipo.or.jp/news/54564/
アーカイブ動画URL： https://youtu.be/QPOP4w14Xls
報告書ダウンロードURL： https://www.vipo.or.jp/u/africa-manga-market-report-2026.pdf

※モロッコでの学生ヒアリングの様子

※ナイジェリアのスラム街で遊ばれているゲームの様子
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実施内容①： 「アフリカ5か国のマンガ市場調査」報告セミナー

●登壇者

・古里卓巳氏
ルーディムス株式会社 最高執行責任者

・佐藤 翔氏
ルーディムス株式会社 代表取締役
※共に現地調査員

実施日：2026年3月6日（金）15:30-18:30
※受付：15:00～
会場：日本出版クラブビル3F会議室
定員：80名程度（先着順）

※セミナー告知用キービジュアル
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●8月4日（月）にVIPOメールニュースにて発信
（コンテンツ業界関係者：登録者1.5万人超）

●同日程にて、PR TIMESからもプレスリリースを発信

実施内容①： 報告セミナー 事前告知



Copyright VIPO. All rights reserved. 34

※現地調査でのエピソードを交え、報告をする登壇者古里氏と佐藤氏

※申込者殺到につき直前に会場を拡大したため、
 適度な間隔で聴講者が着席できたセミナー会場

実施内容①： 報告セミナー 当日

※出版クラブビル正面および会場入り口に
  案内板を設置
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●事前申し込み
  事前申し込み期間：2026年2月16日（月）～2月18日（水）9:30 ※約2日で定員に達した。
一般事前申込者数：94名
関係者事前申込者数：18名

●当日参加
  一般当日参加者数：55名
一般当日飛び込み参加：1名（同席者が申込漏れ）

  一般出席率：58%

関係者当日参加者数：18名
 関係者出席率：100%

⇒参加者数合計73名（総出席率65%）

※18:30の終了時まで多くの参加者が登壇者を含めて交流を続けていた。

実施内容①： 報告セミナー 参加者状況
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●一般当日参加者へセミナーについてのアンケートを実施
  実施期間：2026年3月6日（金）～3月11日（水）
回答数：25名（回答率45.5%）

●回答者の属性
【出版社・取次】
KADOKAWA（2名） 竹書房（2名） アース・スター
ヒーローズ 一迅社 TOブックス
ぶんか社 日本能率協会マネジメントセンター
トーハン（2名）

【放送・配信・映像】
TBSテレビ クランチロール 松竹撮影所 メディアアシスト

【広告代理店】
電通 読売広告社 角川メディアハウス

【大学】
明治学院大学グローバルコミュニケーション 筑波大学

【支援・その他】
海外需要開拓支援機構 中東協力センター ILY.

【印刷】
共同印刷

実施内容①： 報告セミナー 参加者アンケート（集計結果）

※出版社だけでなく、他コンテンツジャンルからもアフリカが注目されていることが分かる
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●セミナーの満足度

●満足度の理由
・治安等の理由で簡単に行くことができないエリアまでも調査が及んでいたため、
自分たちで調べられることより遥かに沢山のことを教えていただけたと思う。（KADOKAWA）
・情報のほとんどないアフリカについて詳細なレポートであったため（アース・スター）
・主要アフリカ国家のマンガの需要状況が理解できたから（一迅社）
・アフリカ圏についてはまったく知識がなかったため大変興味深かった（トーハン）
・日本製漫画の世界市場拡大を行う上で、非常に参考になりました（角川メディアハウス）
・ぼんやりとしか理解できていなかったアフリカ諸国のそれぞれの違いの一端を垣間見ることができま
した。また流通や本の内容、言語などそれぞれの社会構造も少しイメージできる内容であったのも
貴重な機会となりました（読売広告社）

・情報が少ないアフリカの市場の確認が出来たこと（海外主要開拓支援機構）
・アフリカでのコミック事情がわかった（クランチロール）
・現地の温度感が理解できた（電通）
・世界における日本コンテンツの一旦の位置が理解できた（松竹撮影所）
・アフリカ地域では書店の流通網がないとの話を耳にしていたので、経済状況のデータ、現場の書店、関係者の話など細部まで押さえられてのデータ取得は
  有難く思います。（メディアアシスト）
・結局日本の出版社でできることは限られており、英語出版社の範疇の話であるように感じたため（ヒーローズ）
・調査内容がありきたりだと思いました。一方で、個別質問した際は細かな体験をお持ちだったので、セミナーではそう言った細かな話（デスクリサーチではわからない
話）をお話いただけるとよかったです。（ILY.）

実施内容①： 報告セミナー参加者アンケート（集計結果）

選択肢 回答数 割合

満足した 12 48%

概ね満足した 9 36%

どちらともいえない 2 8%

あまり満足できなかった 1 4%

満足できなかった 1 4%

※回答者の80％超が「満足した」「概ね満足した」と回答しており、
 セミナーの内容が一定の評価を得ている。
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●今回のセミナーで期待していたこと、知りたいと考えていたこと
・コミックを流通させる地盤（インフラ、流通チャネル）がどれほどあるのかということ（KADOKAWA）
・市場の有無、媒体、購買層、購買方法などを知りたく思っておりました。（海外需要開拓支援機構）
・アフリカの中でも、国や地域による日本のコンテンツの受容状況の違い
・期待していたこと：アフリカ各国でのスマホ普及率、アニメ以外の作品も読まれているか
  知りたかったこと：紙と電子の割合、現地語翻訳本は汎用させれているのか、購入する場合のお金の 
  出所（一迅社）
・アフリカでのコミック認知度（クランチロール）
・アフリカでの現地言語でのローカライズがどの程度されているのか（竹書房）
・映像企画に取り組むにあたり、アフリカに限らず、漫画およびアニメーションという世界に広がりつつあ
  るエンタメがそれぞれのエリア・地域・国・言語・宗教でどのように受容され、あるいはされていないのか
を理解したいと考えているため、そのための一助になればと参加いたしました（読売広告社）
・アフリカ圏の現状、需要、他言語版の流通状況（トーハン）
・アフリカでの日本のマンガIPの浸透度（電通）
・海賊版での流通具合と市場での日本製マンガの浸透可能性について（メディアアシスト）
・性的表現や宗教観など、現地で禁止されている表現はあるのか。（ILY.）
・紙や電子の漫画の流通や出版に特化される情報（ぶんか社）

●その目的の達成度

実施内容①： 報告セミナー参加者アンケート（集計結果）

選択肢 回答数 割合

達成できた 7 28%

概ね達成できた 13 52%

どちらともいえない 2 8%

達成できなかった 2 8%

無回答 1 4%

※回答者の80％が「達成した」「概ね達成した」と回答しており、
 知りたかった内容に対して、一定の回答を得られたものと
  思われる。
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●今回のセミナーの実施方式について良かった点、逆に改善すべき点
・情報が少ない中での発信はとても有意義でした。それだけに質問を多く受けられると効果的と感じております。（海外需要開拓支援機構）
・概況に年齢構成を入れてほしかった。（読売広告社）
・未訪問の国の状況も知りたい（一迅社）
・定期的にやっていただけるといいと思いました。他の地域もやってほしいです。アニメや実写映像も知りたいです。（TBSテレビ）
・国別に話されてましたが、国を横櫛にして、各国の比較があったほうがわかりやすかったです。（ILY.）
・アーカイブ視聴がある場合は事前に告知をお願いしたい（メディアアシスト）
・内容、会場ともに良かった（共同印刷）
・コーヒーまでご用意いただき、とてもリラックスした雰囲気で臨むことができました。（読売広告社）

●アフリカ諸国へのビジネスの進出希望

実施内容①： 報告セミナー参加者アンケート（集計結果）

選択肢 回答数 割合

既に進出済み 2 8%

希望あり 6 24%

検討中 15 60%

希望なし 2 8%

※「既に進出済み」は電通と中東協力センターのみ。
 「希望あり」はTBSテレビ、松竹撮影所等で出版社は竹書房とアース・スターの2社のみ。

 出版社を中心に回答者の6割が「検討中」となっている。
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● 今後、 アフリカ諸国のマンガ産業について知りたい内容
・現地出版社の日本マンガに対する意見（TOブックス）
・市場として、Businessになるのか？（共同印刷）
・進出すべき市場がどこにあるのか、その進出時の留意点（海外需要開拓支援機構）
・アフリカ各国にはマンガを扱う出版社はあるのか？翻訳が英語か仏語が主流ということは、出版社がなくても流通の会社があれば、アメリカ、フランスから輸入すれ
  ば成り立ってしまうので（一迅社）
・本日の5ヶ国以外の市場状況、特にマグレブ諸国（竹書房）
・今回は調査時期の制約からか、各国でのコミコンについて殆ど言及がなかったが、それが一部の熱心な層だけのものなのか、幅広く影響力を持つものなのか知りた
いと思った。（中東協力センター）
・アジア発信の文化形態が受容されるかどうか、中国資本の動きの有無とそれが参考になるか否か（メディアアシスト）

●日本書籍のアフリカ諸国への展開にあたり、現在、課題に感じていること
・海賊版の横行（KADOKAWA）
・現地の実態把握が困難、リスクがどの程度あるのか見えない、現地出版社の信用度を図るすべがない（トーハン）
・そもそもアフリカ各国の識字率が低ければマンガほかの展開は難しい。親を説得してお金を出させるのも勉強ができる子、優等生は可能だが、劣等生は難しい。
が、そもそもマンガ読者は劣等生だった気もして複雑な気持ちではある（一迅社）
・直接のビジネスは難しい。パートナーの開拓が問題（日本能率協会マネジメントセンター）
・現状では欧米での出版が前提と見ており、日本書籍を独自に展開するためには初期投資をどう考えるか、公的な支援が受けられるかどうか（メディアアシスト）
・英語版が主な流通言語でしたら、紙と電子版はどのように流通させるか鍵ではないかと思っております。（ぶんか社）
・認知活動からになる中で、どのエリアから、段階から進めるべきか、またそのネックについて何があるのかを知ることです。（海外需要開拓支援機構）
・まだ、現時点では、価格面と経済状況から、本が売れない可能性（共同印刷）

●その他ご感想・ご意見
・TICAD9のセミナーでは、日本のように雑誌が存在しない状況でマンガがどう進出するかという議論があった。他方、エジプトでは日本企業が現地でマンガやアニメを  
描く指導を始めているケースもある。特に人口の多い国や文化・経済圏では、書籍単体、一企業単体ではない多面的な展開が有効なように考えられる。
（中東協力センター）

実施内容①： 報告セミナー参加者アンケート（集計結果）
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実施内容②： 報告書とセミナーアーカイブ動画の公開 

公開日：2026年3月27日（金）11:30
告知サイトURL： https://www.vipo.or.jp/news/54564/
アーカイブ動画URL： https://youtu.be/QPOP4w14Xls
報告書ダウンロードURL：
https://www.vipo.or.jp/u/africa-manga-market-report-
2026.pdf

※YouTube配信サイト

●視聴回数（～2026年3月31日まで）

  119回

●報告書ダウンロードページアクセス数（～2026年3月31日まで）

  16件
（平均滞在時間1分29秒）
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